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今
年
の
夏

は
厳
し
か
っ

た
。
地
元
の

岐
阜
県
で
は

各
地
で
最
高

気
温
を
更
新

し
、
４０
度
を

超
え
た
観
測
地
が
３
か
所

も
あ
っ
た
。
今
夏
の
最
高

気
温
ト
ッ
プ
１０
に
複
数
の

観
測
地
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
の
は
岐
阜
県
と
新
潟
県

く
ら
い
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
▼
こ
の
暑
さ
で
全
国
的

に
飲
料
な
ど
夏
物
商
材
が

大
き
く
伸
長
。
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
そ
う
め
ん
、
ひ

や
む
ぎ
も
順
調
だ
っ
た
よ

う
だ
。
暑
過
ぎ
る
と
家
庭

で
の
加
熱
調
理
が
敬
遠
さ

れ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
最

高
気
温
日
本
一
を
争
っ
た

岐
阜
県
は
じ
め
中
京
地
区

で
も
乾
麺
の
売
れ
行
き
は

順
調
だ
っ
た
模
様
▼
し
か

し
、
食
の
多
様
化
や
簡
便

化
、
高
齢
者
や
単
身
世
帯

の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
夏

場
の
乾
麺
の
勢
い
は
以
前

ほ
ど
で
は
な
い
。
量
販
店

の
低
価
格
Ｐ
Ｂ
の
台
頭
な

ど
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
だ

が
毎
年
の
よ
う
に
乾
麺
メ

ー
カ
ー
の
倒
産
、
廃
業
が

出
て
い
る
。
市
場
縮
小
に

合
わ
せ
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

じ
わ
じ
わ
と
減
少
。
残
っ

た
メ
ー
カ
ー
は
切
磋
琢
磨

し
て
生
き
残
り
を
か
け
て

い
る
▼
懸
念
さ
れ
る
の
は

Ｄ
Ｓ
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

を
は
じ
め
と
し
た
小
売
業

の
低
価
格
路
線
に
よ
る
品

質
劣
化
。
ま
ず
い
乾
麺
に

は
食
指
が
動
か
な
い
。
ま

ず
い
商
品
を
作
れ
ば
作
る

ほ
ど
市
場
縮
小
に
拍
車
を

か
け
る
だ
け
だ
。

レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
最
大
手
の
日
本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
（
以
下
Ｊ
Ｐ
Ｒ
）
は
食

品
な
ど
消
費
財
業
界
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
促
進
す
る
新
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
来

春
に
も
電
子
納
品
伝
票
の
作
成
・
運
用
や
紙
伝
票
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
流
通
各
層
の
物
流
周
辺
業
務
の
合
理
化
に
つ
な
げ
る
。

新
会
社
は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｕ
Ｔ
Ｅ
の
名
称
で
今
月
３
日

に
設
立
。
資
本
金
１
億
円
。

Ｊ
Ｐ
Ｒ
で
Ｐ
研
（
加
工
食
品

メ
ー
カ
ー
な
ど
３
１
７
社
が

加
盟
す
る
物
流
効
率
化
推
進

組
織
）
の
事
務
局
な
ど
を
手

が
け
て
き
た
岡
部
利
文
氏
が

初
代
社
長
に
就
任
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｒ
は
今
年
４
月
、
同

社
製
パ
レ
ッ
ト
の
利
用
状
況

管
理
に
用
い
る
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
「
ｅ
ｐ
ａ
ｌ
」
に
ス

マ
ホ
と
連
動
し
た
伝
票
電
子

化
機
能
を
追
加
。
こ
れ
に
よ

り
、
メ
ー
カ
ー
―
卸
間
で
発

生
し
て
い
た
パ
レ
ッ
ト
伝
票

の
作
成
・
管
理
・
保
管
業
務

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
既
に
食
品
メ

ー
カ
ー
約
１
５
０
拠
点
、
食

品
卸
３０
拠
点
強
が
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
方
式
に
移
行
し
て
お

り
、
今
後
は
日
用
品
業
界
に

も
広
が
る
見
通
し
」
（
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
取
締
役
・

二
村
篤
志
氏
）
だ
。

新
会
社
で
は
こ
の
技
術
を

活
用
し
、
消
費
財
事
業
者
間

取
引
で
用
い
ら
れ
る
各
種
紙

伝
票
の
電
子
化
を
支
援
す

る
。
第
１
弾
と
し
て
来
年
４

月
に
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
出
荷

デ
ー
タ
か
ら
電
子
納
品
伝
票

を
発
行
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
合
わ
せ
て
膨
大
な
既

存
紙
伝
票
の
電
子
化
お
よ
び

保
管
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
メ
ー
カ

ー
営
業
倉
庫
や
卸
物
流
拠
点

の
帳
票
管
理
負
荷
の
抑
制
に

つ
な
げ
る
考
え
だ
。

特
に
複
数
メ
ー
カ
ー
の
物

流
業
務
を
受
託
す
る
中
小
規

模
の
地
域
共
同
配
送
会
社
な

ど
で
は
、
急
速
な
人
手
不
足

を
背
景
に
紙
伝
票
の
作
成
・

管
理
負
荷
が
高
ま
る
方
向
に

あ
り
、
生
産
性
向
上
の
観
点

か
ら
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
み
ら
れ

る
。た

だ
し
、
食
品
業
界
で
は

ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
標
準
Ｅ

Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
「
流
通
Ｂ
Ｍ

Ｓ
」
を
活
用
し
て
紙
の
納
品

明
細
書
の
授
受
を
廃
止
す
る

動
き
が
あ
る
。
紙
伝
票
に
つ

い
て
も
業
界
標
準
書
式
の
チ

ェ
ー
ン
ス
ト
ア
統
一
伝
票
と

酒
類
食
品
統
一
伝
票
が
広
く

普
及
し
て
い
る
状
況
だ
。
ま

た
、
味
の
素
な
ど
大
手
食
品

メ
ー
カ
ー
６
社
が
利
用
す
る

共
同
物
流
会
社
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
も
昨
春
の
事
業
開
始
に
合

わ
せ
て
各
社
の
納
品
伝
票
書

式
を
一
本
化
す
る
な
ど
、
効

率
化
に
向
け
て
足
並
み
を
揃

え
る
動
き
が
目
立
つ
。
こ
う

し
た
標
準
化
や
企
業
間
協
調

の
流
れ
に
沿
わ
な
い
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
推
進
基
盤
が
乱
立
し

た
場
合
、
全
体
最
適
化
の
足

か
せ
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｒ
新
会
社
は
こ
の
問

題
を
重
視
。
パ
レ
ッ
ト
事
業

で
培
っ
た
中
立
的
な
立
場
を

生
か
し
「
丁
寧
に
情
報
を
収

集
し
て
全
体
最
適
型
の
事
業

を
目
指
す
」
（
岡
部
社
長
）

と
と
も
に
「
中
小
に
も
標
準

化
・
合
理
化
の
恩
恵
が
行
き

渡
る
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
組
む
」
と
い
う
。

農
林
水
産
省
は
１１
日
、
輸

入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格
を

１０
月
１
日
か
ら
２
・
２
％
引

き
上
げ
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
４
期
連
続
の
引
き
上

げ
。
５
銘
柄
加
重
平
均
（
税

込
み
価
格
）
は
５
万
５
千
５

６
０
円
／
ｔ
と
な
る
。

直
近
６
か
月
間
（
３０
年
３

月
第
２
週
～
９
月
第
１
週
）

の
平
均
買
付
け
価
格
は
、
米

国
お
よ
び
豪
州
の
一
部
地
域

の
乾
燥
に
よ
る
減
収
懸
念
な

ど
か
ら
小
麦
の
国
際
価
格
が

上
昇
し
た
こ
と
、
燃
料
価
格

の
影
響
で
海
上
運
賃
が
上
昇

し
、
前
期
に
比
べ
て
上
昇
し

た
。１０

月
期
か
ら
の
政
府
売
渡

価
格
（
加
重
平
均
、
税
込

み
）
は
、
▽
ハ
ー
ド
・
セ
ミ

ハ
ー
ド
系
５
万
５
千
７
４
０

円
／
ｔ
（
前
期
比
０
・
５
％

増
）
▽
ソ
フ
ト
系
５
万
５
千

５
１
０
円
／
ｔ
（
６
・
１
％

増
）
。

６
～
８
月
に
最
盛
期
を
迎
え
る
そ
う
め
ん
商
戦
が
、
今
年
は
復

調
基
調
で
終
え
た
模
様
だ
。
早
い
梅
雨
明
け
と
と
も
に
全
国
各
地

で
連
日
猛
暑
日
が
続
き
、
気
温
に
押
し
上
げ
ら
れ
て
需
要
が
伸

び
、
久
し
ぶ
り
に
業
界
に
活
気
が
戻
っ
た
。
た
だ
、
景
気
回
復
を

反
映
し
て
手
延
べ
麺
な
ど
付
加
価
値
品
が
好
調
の
一
方
、
大
容
量

で
安
価
な
機
械
製
麺
の
伸
び
率
は
低
く
、
明
暗
が
は
っ
き
り
と
分

か
れ
た
。

手
延
べ
そ
う
め
ん
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
・
兵
庫
県
手
延

素
麺
組
合
で
は
、
全
国
シ
ェ

ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
揖
保

乃
糸
上
級
３
０
０
�
」
組
合

出
庫
量
が
前
年
比
１
０
３
・

９
％
で
推
移
。
７
月
上
旬
か

ら
気
温
と
と
も
に
需
要
が
跳

ね
上
が
り
、
一
時
は
包
装
加

工
が
追
い
付
か
な
い
事
態
に

な
っ
た
。
「
今
年
は
結
構
売

れ
た
と
い
う
実
感
が
あ
る
。

近
年
伸
長
傾
向
に
あ
る
秋
冬

需
要
や
次
年
度
用
の
�
古

（
ひ
ね
）
�
に
回
す
商
品
確

保
の
た
め
に
、
出
荷
を
抑
制

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は

残
念
だ
」
（
組
合
幹
部
）
と

話
す
。

一
方
、
そ
う
め
ん
文
化
が

根
強
い
西
日
本
で
「
揖
保
乃

糸
」
と
家
庭
用
で
拮
抗
す
る

マ
ル
勝
高
田
商
店
で
は
、

「
三
輪
の
神
糸
」
を
は
じ
め

家
庭
用
商
品
の
売
上
げ
が
３

～
７
月
累
計
で
１
０
７
％
ま

で
伸
び
た
。
ま
た
、
ス
ー
パ

ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
つ
ゆ

付
き
で
販
売
す
る
調
理
（
済

み
）
麺
の
原
麺
供
給
が
前
年

比
１
６
０
％
の
大
幅
増
と
な

っ
た
。

同
じ
三
輪
産
地
の
生
産
者

団
体
・
奈
良
県
三
輪
素
麺
工

業
協
同
組
合
で
は
、
大
手
量

販
店
で
の
販
売
が
伸
び
て
久

し
ぶ
り
に
売
上
げ
が
前
年
を

上
回
っ
た
。
さ
ら
に
９
月
か

ら
生
産
が
始
ま
る
平
成
３０
年

度
製
そ
う
め
ん
に
販
社
か
ら

の
申
し
込
み
数
量
も
増
加
。

過
去
２
年
続
い
た
生
産
調
整

か
ら
一
転
、
増
産
を
決
定

し
、
前
年
比
２
割
増
の
１２
万

箱
を
計
画
す
る
。

た
だ
し
、
贈
答
用
の
手
延

べ
そ
う
め
ん
類
は
減
少
し

た
。
中
元
市
場
の
シ
ュ
リ
ン

ク
に
よ
り
他
の
ギ
フ
ト
商
品

と
同
様
、
右
肩
下
が
り
が
続

く
。
猛
暑
の
恩
恵
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
市
場
推
定
で
前
年

の
９６
～
９７
％
ほ
ど
。

ま
た
、
大
量
生
産
で
低
価

格
を
打
ち
出
し
て
き
た
機
械

製
麺
は
、
こ
の
２
～
３
年
の

手
延
べ
人
気
に
よ
っ
て
売
上

げ
は
低
迷
し
て
お
り
、
今
年

は
猛
暑
に
よ
り
幾
分
か
数
字

は
回
復
し
た
も
の
の
、
依
然

復
調
に
な
い
。
そ
う
め
ん
全

体
で
見
る
と
、
今
年
の
商
戦

は
�
ぼ
ち
ぼ
ち
�
と
言
っ
た

と
こ
ろ
だ
。
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キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
日
本
の

ビ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
農
業

や
地
方
創
生
な
ど
も
視
野
に

入
れ
、
国
産
ホ
ッ
プ
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

国
産
ホ
ッ
プ
の
大
半
は
北

海
道
と
東
北
４
県
（
岩
手
、

秋
田
、
山
形
、
青
森
）
で
栽

培
さ
れ
、
そ
の
７
割
ほ
ど
を

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
が
購
入
し
て

い
る
が
生
産
量
は
右
肩
下
が

り
で
、
昨
年
は
２
７
３
ｔ

（
０５
年
比
５５
％
）
に
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。
農
家
の
高
齢
化

や
後
継
者
難
な
ど
で
廃
業
が

増
え
て
い
る
の
が
原
因
だ
。

一
方
で
ホ
ッ
プ
を
大
量
に

使
う
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
市
場

は
拡
大
。
今
年
の
ク
ラ
フ
ト

ブ
ル
ワ
リ
ー
は
３
１
４
を
数

え
（
日
本
ビ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
調
べ
）
、
キ
リ
ン

の
予
測
で
は
今
年
の
市
場
は

４
万
５
千
�
に
達
す
る
見
込

み
（
昨
年
は
３
万
８
千
�
）

で
、
ビ
ー
ル
の
作
り
手
や
飲

み
手
側
は
国
産
ホ
ッ
プ
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

後
継
者
難
だ
が
、
岩
手
県

遠
野
市
で
は
農
業
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
新

規
就
農
の
若
者
が
増
え
て
お

り
、
中
に
は
独
立
し
て
ホ
ッ

プ
収
穫
に
至
っ
た
例
も
あ
る

と
い
う
。
ま
た
西
日
本
の
一

部
で
も
栽
培
が
始
ま
り
、
京

都
や
九
州
で
も
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

キ
リ
ン
は
ホ
ッ
プ
の
株
分

け
や
技
術
支
援
を
行
い
、
ま

た
遠
野
市
の
新
農
業
生
産
法

人
に
出
資
、
�
京
都
産
原
料

１
０
０
％
ビ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
�
に
も
参
画
。
さ
ら
に

国
産
ホ
ッ
プ
「
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
」
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
プ

を
ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
向

け
に
販
売
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
情
報
を
共
有
、
栽
培
特
性

な
ど
か
ら
農
家
が
扱
い
や
す

い
新
品
種
の
開
発
も
進
め

る
。
遠
野
市
で
は
新
た
な
農

地
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く

生
産
性
向
上
へ
も
取
り
組

み
、
従
来
品
種
比
約
１
・
５

倍
の
収
量
と
な
る
新
品
種

「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
」
を
中
心
に
展
開

を
図
る
考
え
で
、
さ
ら
に
収

穫
時
期
を
ず
ら
し
た
次
の
品

種
も
研
究
中
だ
。

キ
リ
ン
傘
下
の
ス
プ
リ
ン

グ
バ
レ
ー
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
Ｓ

Ｖ
Ｂ
）
は
４
年
連
続
で
、
そ

の
年
に
収
穫
し
た
国
産
ホ
ッ

プ
で
作
っ
た
ビ
ー
ル
の
祭
典

�
フ
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
プ
フ
ェ

ス
ト
�
を
開
催
。
今
年
は
１０

月
２８
日
ま
で
５２
ブ
ル
ワ
リ
ー

の
参
加
を
得
て
行
う
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
生
）
ホ
ッ

プ
は
劣
化
し
や
す
い
も
の
の

「
一
般
的
な
乾
燥
ホ
ッ
プ
よ

り
も
個
性
を
伝
え
や
す
い
」

（
日
本
ビ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
協
会
・
藤
原
ヒ
ロ
ユ
キ
代

表
）
と
い
い
、
「
（
国
産
ホ

ッ
プ
の
違
い
を
伝
え
る
）
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
使
え
る
」

（
同
）
と
い
う
。

全
国
１
千
店
以
上
の
飲
食

店
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ッ
プ
ビ

ー
ル
を
提
供
し
、
各
地
で
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
盛
り
上
げ
る
。
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

行
い
、
１
件
に
つ
き
１０
円
が

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
寄
付
さ

れ
る
。

Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
和
田
徹
社
長
は

「
国
産
ホ
ッ
プ
の
魅
力
を
フ

ァ
ン
だ
け
で
は
な
く
て
一
般

客
に
も
広
め
る
活
動
だ
。
飲

ん
で
楽
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
意
義
を
感
じ
て
賛
同
し

て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
」

と
語
り
、
「
国
産
の
良
さ
を

味
わ
う
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
が

一
番
。
来
年
は
も
っ
と
広
げ

た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。

副
知
事
は
「
明
治
１０
年
の
ビ

ー
ル
醸
造
所
設
置
か
ら
１
４

０
年
の
時
を
経
て
、
新
し
く

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
作
れ
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
地

域
創
生
、
地
元
産
業
の
交
流

の
場
と
し
て
拡
大
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

ビ
ー
ル
醸
造
関
連
関
係
者
、
前
列
中
央
が

篠
田
博
士
、
そ
の
左
横
が
山
内
副
知
事

京
都
学
園
大
学
の
篠
田
吉

史
博
士
、
京
都
府
や
亀
岡

市
、
与
謝
野
町
、
府
内
の
ビ

ー
ル
原
料
生
産
者
、
醸
造

所
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
「
京

都
産
原
料
１
０
０
％
ビ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
し

た
。
原
料
生
産
か
ら
加
工
、

醸
造
、
飲
食
店
販
売
ま
で
府

内
の
各
産
業
が
連
携
し
て

�
畑
か
ら
グ
ラ
ス
ま
で
�
を

実
現
し
、
京
都
府
全
域
の
活

性
化
を
目
指
す
。

現
在
、
国
内
に
は
大
小
３

５
０
か
所
の
ビ
ー
ル
醸
造
所

が
あ
る
が
、
そ
の
原
料
は
ほ

ぼ
輸
入
品
に
頼
っ
て
い
る
。

京
都
府
で
は
明
治
時
代
か
ら

ビ
ー
ル
が
醸
造
さ
れ
、
大
麦

や
ホ
ッ
プ
が
栽
培
さ
れ
て
い

る
が
、
収
益
性
や
収
量
、
品

種
拡
大
が
課
題
と
な
り
、
こ

れ
ら
を
使
っ
た
ビ
ー
ル
の
拡

大
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
府
内
の
ビ
ー
ル
醸

造
関
連
産
業
者
が
協
力
し
て

研
究
開
発
を
行
い
、
大
麦
栽

培
技
術
の
改
善
や
普
及
、
生

産
農
家
の
拡
大
、
京
都
産
麦

芽
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拡

大
、
現
地
精
麦
、
京
都
産
ホ

ッ
プ
の
収
量
・
品
種
拡
大
、

京
都
由
来
の
ビ
ー
ル
酵
母
の

実
用
化
を
図
る
。
最
終
的
に

は
府
内
で
醸
造
を
推
進
し
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
京
都
の
飲
食
店
で

提
供
、
店
舗
で
販
売
す
る
。

今
後
の
計
画
は
、
年
内
に

京
都
産
原
料
を
一
部
使
用
し

た
ビ
ー
ル
の
限
定
醸
造
を
開

始
。
１９
年
に
京
都
産
酵
母
を

使
用
し
た
ビ
ー
ル
醸
造
へ
の

着
手
。
２０
年
に
原
料
１
０
０

％
使
用
ビ
ー
ル
の
限
定
醸
造

を
開
始
。
２１
年
以
降
は
ビ
ー

ル
を
軸
と
し
た
観
光
へ
の
発

展
、
大
学
と
の
研
究
開
発
、

他
府
県
へ
の
波
及
を
目
指

す
。こ

の
た
び
京
都
府
庁
で
行

わ
れ
た
発
足
で
、
山
内
修
一

かんぴょう君

消消
費費
財財
物物
流流
合合
理理
化化
へへ
新新
会会
社社

Ｊ
Ｐ
Ｒ

伝
票
電
子
化
な

ど

支
援

輸
入
小
麦
の
政
府
売
渡
価
格

４
期
連
続
引
き
上
げ

５
銘
柄
平
均
２．２
％
増

������������������
������������������
������������������
������������������１１８８年年そそううめめんん商商戦戦

国産ホップ

生生
産産
減減
でで
もも
期期
待待
はは
高高
まま
るる

キ
リ
ン

フ
ェ
ス
で
盛
り
上
げ

猛
暑
で
手
延
べ
麺
伸
び
る

三
輪
組
合
は
増
産
体
制
へ

京
都
で
産
官
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

府
内
産
原
料

１００
％
ビ
ー
ル

２
０
２
０
年
に
実
用
化

「
ト
レ
ン
ド
模
索
す
る
業
界
」

（
機
能
性
素
材
特
集

６
～
８
面
）

「
山
眞
産
業
花
び
ら
舎
、秋
の
ス
イ
ー
ツ
素
材
を
強
化
」

（
中
部
版

９
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容
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